
電話

（第 3 章）
（第 5 節）
（第　 4

諸税（法人･軽自動車・たばこ･入湯税）賦課事務事務事業名

入湯　   １２，５００　

法人   ３６０，０００

軽自   　５０，８００　

入湯     １２，１１６　

法人   ３７５，８３２

軽自    　４７,９９９

たばこ　３８４，５７３ たばこ ３６５，０００

３１４円

入湯　   １２，５００

（140,847千本）

　手　　　段
(ここから活動
指標を導きま
す）

１　計　画　（プラン）

法人   ３６０，０００

指　　　　　標　　　　　値

法人    ４８０，４３８ 法人   ４０９，０３２　 法人   ３７５，８３２　

１６年度（目標）

その他特財

２　実　施　（ドゥ）

１５年度（予算） １６年度（予定）

（単位：千円）【事業費の推移】
区　　　　分 １４年度（決算）

2.30

１4
年
度
まで

１３年度（決算）

2.30

9,000

20,700

2.30

9,000

20,700

３０２円

軽自     ４３，７３７

たばこ ３７２，４２４

（8,761台）

（1,351件）

指　　　標(算式）

入湯　  　　５，５５０　

法人  　４４７，８４１

（１６年は推計）
たばこ  ３９５，９６７

３０７円

（総事業費÷決算調定額×１０、０００円）
（主要活動単
位当たりコスト）

効率指標 税収１万円当たりのコスト

地方債

指　　　標

活動指標

（事務事業の
活動量や実
績）

１３年度（決算）

国支出金

道支出金

31,838　総　事　業　費 ①＋④

9,235

直接事業費

3.00
人 　件 　費
（概算）

④＝②×③ 27,705

軽自      ３９，７２７

4,133

4,133

３６２円　

予算時点課税見込額（千円）

一般財源

①合　計

②人　数（年間）

【事務事業を評価する指標（ものさし）】

③１人当り年間平均人件費

20,700

24,75726,000

9,000
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事務区分

同上

施策）

章 生き生きとした交流と連携のまち

15
年
度

  法人各種申告書の入力及び還付等の付帯事務（現地調査含む）、軽自申請書等の入力、たばこ
税、入湯税の申告書の受理及び審査。（法人、軽自はシステム導入済）

市が行った
（行う）事務事
業の具体的
な実施内容
（※補助金等
の場合は団
体等の活動
内容）

  諸税（法人市民税ｒ･軽自動車税・たばこ税・。入湯税）の納税義務者。

入湯     １１，４３０

4,057 4,057

5,300 4,057 4,057

5,300

入湯　     ５，８１４

法人   ４２０，２２７

たばこ ３６５，０００

１５年度（目標）

たばこ ３８６，０５７

軽自　   ４８，０９６

たばこ ３８４，５７３　

１４年度（決算）

（148,847人）

（1,418件） （1,489件）

（9,400台） （10,000台）

軽自　   ５０，８００　軽自     ４２，９５４　

　事務事業開始年度

　〃 終了予定年度

24,757

行財政運営

地方自治法第２２３条、地方税法２条、北広島市税条例第１条･第３条

  地方税の賦課徴収を目的とする。

開かれた市制

  課税客体の把握に努め、税の公平な課税を行う。

上野正三

根拠法令等

安富正史 作成日 平成１５年７月課長職名部長職名□自治事務　　□法定受託事務　

事務事業開始の
きっかけ（導入当
初の目的等）

　目　　　的
(ここから成果
指標を導きま
す）

対象

　　　意　　図
（何をねらっているの
か｡対象をどのような
状態にしたいのか）

節
施策

上位施策との関
連（総合計画での
位置付け）

成果指標
（目的の達
成度を測る
ものさし）

決算時点最終課税額（千円）
（１５・１６年は推計）

（1,192件）

（8,274台）

（145,532千本）

（72,911人）

軽自　　　４０，１１５

たばこ　３８４，７９３

入湯　　　　５，７５４

（138,048千本）（145,451千本）

（157,807人） （162,809人）

入湯　  １２，１１６



■□適切

□改善の余地あ
り(⇒改善の方
法記入）

【手法は効率
的ですか。コ
スト節減の方
法はありませ
んか】

■□該当しない

判　　定

　法人課税システムの導入(14年度）に
より、課税客体の管理、事務の迅速化
が図られた。

有効性の評価

【意図した成
果は上がって
いますか】

【受益者負担の適正化の
余地はありませんか】

□十分効率的

３　評　価　（チェック）と改善（アクション）

□改善の余地あ
り(⇒改善の方
法記入）

　今後迅速化により生じた時間につい
ては、更に法人の現地調査等の充実
にあてる。

【現在の手段は適切です
か。他の手段や委託化な
どの可能性はありません
か】

※部局で所管するすべての事務事業の中で、この事務事業の位置づけはどの程度ですか

【１次評価】

　受益者負担の余地はない。

今後の方向性や改善方法など

  ■Ａ 　　　 □B    　　□C

【事務事業担当部局内優先度】

受益者負担の妥当性

□かなり非効率

項　　目

整理番号 9-3

事務事業を取り巻く
社会環境の変化や
今後の予測・他市町
村の動向等

法人　：全国的な不況の中一部改善を終えた法人以外収益が低迷のまま推移し急激な回復は望めないと思われ
る。
軽自　：４輪自家用において数年前から課税額は増となっていたが、１５年度においては陰りが見えてきている。
たばこ：社会情勢の変化により喫煙者が減小傾向に有り数年前から課税額は減となっている。
入湯　：施設の増により課税額は増となっている。

■概ね効率的

【有効性と効率性の評価と改善の方法】

改善の方法

手段の妥当性

【市が実施すべき事務事
業ですか。市民・企業等
での実施可能性はありま
せんか】

□適切

■□適切

□改善の余地あ
り(⇒改善の方
法記入）

判定の説明や課題

４　総合判定と今後の方向性

項　　目

■□適切

【社会経済情勢や市民
ニーズの変化などから、
設定した対象や意図は妥
当ですか】

目的の妥当性

□改善の余地あ
り(⇒改善の方
法記入）

行政関与の妥当性
判　定

【２次評価】 　判　　　　定

□十分成果が上がっている

■□概ね成果が上がっている

□やや非効率

効率性の評価

　判　　　　定

□あまり成果が上がっていない

□成果が上がっていない

□廃止・休止する(検討含む）

行財政構造改革推
進本部の総合判定

□見直しの上で継続する

□拡大・重点化する

■現状のまま継続する

□統合する(検討含む）

判定の説明や課題

今後の方向性等

　諸税の税収の増減については、景気の
状況等の影響を受ける。反面コストは従事
者数 、直接事業費は固定し、下限に達して
いると思われる。

　1次評価のとおり

　今後においてもシステムの改善等を図り、法人税については、課
税客体の適正な把握のため、現地調査等の充実に努める。

改善の方法

　法人、軽自両システムの導入により
課税客体の適正管理、事務の迅速化
が図られ、スタッフ制の中、他の業務
に時間をあてることができ成果は上
がっている。

□縮小する(検討含む）

□終了

事務事業担当部局
の総合判定

【上記３の評価と改
善を踏まえ、今後の
方向性についての総
合判定と改善方法等
を記入】

□拡大・重点化する

■現状のまま継続する

□見直しの上で継続する

□統合する(検討含む）

□縮小する(検討含む）

□廃止・休止する(検討含む）

□終了

　税の賦課事務のため市が行う。

【妥当性の評価と改善の方法等】

　法令に定められた事務であり妥当。




